
























 

専任職員の業務シフト面から捉えた大学業務委託の実施ポイント 
 

NPO 法人 実務能力認定機構(ACPA) 

 

特集「大学業務の委託や教育プログラムのおける連携協力」 

(大学時報/2017 年 7 月) 

 

近畿大学 グローバル人材の育成と「産学協同」の仕組み 
＜抜粋＞ 
・留学においてよく見られる外部委託ではなく、業務提携という密度の高いつながりを持つ

ことにより、留学の実務面及び教育面のすり合わせをスムーズに行うことができた点も強

調したい。 
 
東海大学 マイナンバー制度への対応について 
＜抜粋＞ 
・教育機関におけるアウトソーシングについては、委託先に一任してしまう風潮が見受けら

れるが、本来は管理者(委託者)がアウトソースの内容とその意味・必要性を明確に理解しな

ければならない。 
 
東洋大学 奨学金事業のアウトソーシング 
＜抜粋＞ 
・職員が委託内容や条件を常に見直す視点を持つことにより、業務の効率化とコスト意識が

大きく向上した。 
・アウトソーシング導入によって、専任職員の役割は、奨学金制度の見直しや新たな制度設計

など、今後ますます拡大する高度で複雑な業務に腐心するようになるだろう。そして、管理

職の役割は、大学改革に向けた新規課題やプロジェクトに取り組む一方で、定型業務をいか

に改善していくかという視点から意識改革が必要となるだろう。 
 
福岡女子学院 事業会社の設置と運用 
＜抜粋＞ 
・正職員でなくともできる仕事は、アウトソーシングを適切に導入して業務をスリム化し、職

員の仕事を判断業務にシフトすることにより、事務組織の強化と効率化が図られた。 
 
明治大学 業務の外部委託化がもたらすものとは 
＜抜粋＞ 
・専門性がありながらも定型化されている一業務を外部委託という形で任せている状況は、

専任職員の新規業務対応への貢献度という意味で非常に高い。 
・業務の効率化、高度化を図るだけでなく、専任職員の業務能力向上を図る手段としても、業

務の外部委託が果たす役割は大きいのではないか。外部委託を通じ、一部分とはいえ定型業

務から解放されたことに伴い、学生と向き合う時間を創出し、学生目線で業務に取り組める

ようになってきたこと、またその中で、より挑戦的な姿勢で業務改善を取り組もうとする意

識改革が生まれている。 
 

 

 



 

 

業務改革に関し ACPA 大学業務基準表の活用によりできること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

業務内容の可視化と PDCA サイクルの適用 

業務役割の再確認と業務切り分けの実施   

重複業務の洗い出し 

専任職員と非専任職員の担当業務の見直し 

外部委託対象業務の洗い出し 


